
漁場環境保全総合対策事業

－ 漁場環境保全対策事業 －

三浦常廣・森脇晋平・内田浩・福井克也・後藤悦郎

Ⅰ  水質調査

目      的

  宍道湖・中海の漁場環境の維持、達成を図るため水質環境の現況を調査する。

方      法
（１）調査実施期間及び調査回数

平成11年4月から平成12年3月までの間、原則として各月1回、計12回の調査を行った。

（２）調査地点

      調査は図 １に示した10定点で行った。
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             図 1 宍道湖・中海の調査定点



（3）調査実施体制及び方法

調査は、各定点で内水面水産試験場職員等が、表 1－１及び表 1－2に示すような役割分担で行った。

       表 1－1　平成11年度実施体制

　　調査場所　　調査担当機関名　　　調査定点数　　　調査期間

　1.中　海　　　　内水面水産試験場　　　　　5　　　　　4月～3月

松江水産事務所

島根大学

　2.宍道湖　　　　内水面水産試験場　　　　　5　　　　　4月～3月

松江水産事務所

島根大学

       表－1－2　平成11年度調査担当者

　　調査場所　　所属機関名　　　　 氏　名　　　　担当分野

　　1.中　海　　　内水面水産試験場　  三浦常廣　　　現場測定

                                      森脇晋平

福井克也

内田浩

松江水産事務所　　 来間淳一

                   堀  玲子

                   石橋茂人

島根大学　　　　　 加藤・宮川・志村・溝口

　　2.宍道湖　　　内水面水産試験場　　三浦常廣　　　現場測定

                                      森脇晋平

福井克也

内田浩

松江水産事務所　　 来間淳一

                   堀  玲子

石橋茂人

島根大学　　　　　 加藤・宮川・志村・溝口

（4）分析項目及び分析方法

分析項目及び分析方法は以下のとおりである。

1）水温　　　投げ込み型センサーによる電気測定によった。

2）ＤＯ　　　投げ込み型酸素電極による測定によった。

3）ＰＨ　　　投げ込み型電極のＰＨメーターによる測定によった。

4）透明度　　セッキ盤（透明度盤）による測定によった。

5）水深　　　音響探知法による測定によった。

結果及び考察

（1）調査実施状況

平成11年度の調査実施日及び各調査定点における調査実施状況をそれぞれ表 2、3に示した。



表 2　水質調査実施日

調査年月日 調査年月日回

     宍道湖 中海

回

宍道湖 中海

第　1回 4月5日 4月1日 第　7回 10月5日 10月4日

第　2回 5月7日 5月7日 第　8回 11月1日 11月2日

第　3回 6月2日 6月1日 第　9回 12月1日 12月2日

第　4回 7月6日 7月5日 第 10回 1月6日 1月7日

第　5回 8月2日 8月3日 第 11回 2月3日 2月1日

第　6回 9月2日 9月1日 第 12回 3月1日 3月2日

表 3　各調査定点における調査実施状況

NO 調査

定点名

第 1

回

第 2

回

第 3

回

第 4

回

第 5

回

第 6

回

第 7

回

第 8

回

第 9

回

第10

回

第11

回

第12

回

定点毎の

調査実施

回数

実施率

（％）

1 Ｓｔ1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

2 Ｓｔ2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

3 Ｓｔ3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

4 Ｓｔ4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

5 Ｓｔ5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

6 Ｓｔ6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

7 Ｓｔ7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

8 Ｓｔ8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

9 ＳｔA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

10 ＳｔB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 100

調査回ごと

の調査実施

回数

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120 100

（2）宍道湖・中海における平成11年度の水質環境

   宍道湖及び中海の湖心における過去１０年間（平成元年～平成10年）の表層と底層の水質を平均し、平成
11年度の調査結果と併せて図 ２と図 ３に示した。
1）宍道湖における平成11年度の漁場特性
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   図２  宍道湖湖心の水質変化

  宍道湖の水質環境は表層で水温 3.8～28.0℃（平均 16.1℃）・ｐＨ7.55～9.25（平均 8.24）・塩分濃度 2.2～
5.7psu（平均4.2 psu）・溶存酸素濃度7.6～12.3mg/l（平均10.2 mg/l）・溶存酸素飽和度93.8～142.0％（平均
104.4％）、底層は水温4.2～26.7℃（平均16.1℃）・ｐＨ7.43～8.53（平均7.84）・塩分濃度4.3～17.3psu（平
均7.6psu）溶存酸素濃度.0.1～13.5mg/l（平均5.9mg/l）・溶存酸素飽和度1.0～124.4％（平均57.3％）だった。
  今年度は６月、８月～９月及び11月に、溶存酸素濃度が３mg/lを下回っており、底層水の貧酸素化が観測
された。

2）その他
  宍道湖では６月から７月にかけてコノシロの大量斃死、7月から 8月にかけて大橋川においてシジミの斃死
が発生した。また、6月にはプロロケントラムによる赤潮と、9月から12月にかけてアオコの発生が見られた。
3）漁場保全
  底層水の貧酸素化が複数回観測されており、宍道湖の主要水産生物であるヤマトシジミの生息に影響を及ぼ
すと考えられる。富栄養化防止、並びに底質改善等の対策が必要である。
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     図3  中海湖心での水質変化
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4）中海における平成11年度の漁場特性
  中海の水質環境は表層で水温4.6～27.6℃（平均16.6℃）・ｐＨ8.33～9.03（平均8.63）・塩分濃度5.7～20.5psu
（平均15.8 psu）・溶存酸素濃度6.7～11.6mg/l（平均9.2mg/l）・溶存酸素飽和度94.3～111.1％（平均101.9％）、
底層は水温9.8～24.8℃（平均17.4℃）・ｐＨ7.80～8.01（平均7.95）・塩分濃度28.2～31.8psu（平均30.3psu）・
溶存酸素濃度.0.1～8.1mg/l（平均2.9mg/l）・溶存酸素飽和度0.7～98.2％（平均34.3％）であった。溶存酸素
濃度、及び溶存酸素飽和度は、表層では通年高い値を示しているが、底層では 5 月～1１月までの期間、長期
にわたる底層水の貧酸素化が観測された。

5）その他
  中海では４月及び１月から２月にかけて赤潮の発生が見られた。
6）漁場保全
  底層水の貧酸素化が長期にわたり観測されており、かつて主要水産生物であったアサリ・サルボウ等の底生
生物の生息にとって非常に過酷な環境となっている。宍道湖と同様、富栄養化防止、並びに底質改善等の対策

が早急に必要である。

Ⅱ  湖沼生物モニタリング調査

目      的

  湖沼の大型水草群落調査により大型水草群落の分布や組成の変化、魚類生息状況調査により魚類相の変化を
把握し、また、底生動物調査を行うことによって底泥中に生息する動物（ベントス）の種類、現存量を指標と

して宍道湖・中海の漁場環境の長期的な変化を監視する。

方      法

（1） 大型水草群落調査
  10月22日に宍道湖西岸の斐伊川河口より約1.5ｋｍ南にあるヨシ帯（図４、図５）に示す1定点で行った。

              図４  大型水草群落調査定点

宍道湖

調査定点

斐伊川

松江市

平田市



           図5  調査定点概要

  メジャーでヨシ帯の長さ、幅（両端及び中央部）及び水深を、中央部についてはシュートの高さを測定した。
次いで50×50cmのコドラートを使用してヨシ帯６カ所のシュート本数を計測した。

（2） 底生動物（ベントス）調査
  水質調査と同一定点、同一月日にエクマン型採泥器とスミス型採泥器を用いてベントス試料を採集した。採
集した試料は、宍道湖試料は 0.5mm の篩で、大橋川・中海試料は 1ｍｍの篩で選別した後、採集地点毎に広
口瓶に収容し、１０％ホルマリンで固定した。各試料について種の同定を行い、個体数を測定した。

（３）  魚類生息状況調査
１）調査方法

①魚類相

宍道湖においては、漁業者からの聞き取り及び宍道湖漁協が整理している小型定置網漁獲統計資料（９

～３月）から生息が確認された魚種を記録した。また、中海においては、漁場者からの聞き取り及び小

型定置網の漁獲物を買い取って魚種を記録した。

②産卵場

ワカサギを対象とした。

過去に実施した調査結果よりワカサギの産卵場が形成される区域でスミス・マッキンタイヤ型採泥器

（0.05㎡）を使用して採泥を行った。採取した砂泥は持ち帰った後ローズベンガルで生体染色を行い、
ワカサギ卵の選別計数を実施した。

２）調査定点

産卵場調査は、図6に示す５定点で実施した。
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３）調査月日

①魚類相

宍道湖：９～３月　　　　　中海：５～12月
②産卵場

平成12年１月18、２月15日（一部２月３日）、３月14日（一部３月１日）

４）調査分析項目

魚類生息状況　　漁場保全対策推進事業調査指針によった

魚類相

産卵場

  図6　ワカサギ産卵場調査定点

結果及び考察

（1） 大型水草群落調査
  調査結果を表4に示した。ヨシ帯の幅は両端から中央部に向かうにつれて広がっており、生息面積はおよそ
0.165haであった。

表４  大型水草群落調査結果
調査日時   9月22日
場所 斐伊川河口右岸から約300ｍ南の舟だまりのヨシ帯
群落の種類 ヨシ

群落の長さ 110m
群落の幅 11ｍ（北端）、20ｍ（中央）、14ｍ（南端）
シュートの高さ 平均200cm
シュートの密度 35本／50cm×50cm
水深 0～50cm

（2） 底生動物（ベントス）調査
  宍道湖、中海の出現種を表5･表6に示した。
  宍道湖では、底生生物が春～から夏にかけて増大し秋以降に減少する傾向が見られた。ヤマトシジミは湖岸
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に近い、St.３、 St.A、 St.B でほぼ年間を通じて分布密度が高かったが、冬期になると採集数が減少する傾
向が本年も認められた。多毛類では、ヤマトスピオが優占的に出現したが、本年は夏期に多く採集された。ま

た、St.3では例年ゴカイが多く出現するが、本年度はヤマトスピオやノトマスタス、春期には貧毛類のイトミ
ミズも多く採集された。

  大橋川（St.4）では、例年、軟体類が年間を通じて非常に多く見られておりホトトギスがほとんど周年を通
じて最優占種となっているが、ヤマトシジミやソトオリガイも季節的に採集された。多毛類ではゴカイとヤマ

トスピオが優占的に出現した。

  中海（St.5～St.8）では、境水道（St.8）を除いて夏期～秋期にかけて底生生物の出現個体数が減少する傾
向が見られた｡また軟体類は少なくホトトギス、アサリ、ヤマトシジミ、チヨノハナガイ、シズクガイが散在的

に見られる程度であった。多毛類ではSt.5、St.６及びSt.７でヨツバネスピオが優占的に出現し、その他では、
ウミイサゴムシ、カギゴカイ、ミナミシロガネゴカイ、ケヤリが採集された。St.8のその他の多毛類ではギボ
シイソメ及びヘテロマスタスが優占的に出現した。

表.5  宍道湖の底生生物出現個体数（0.1㎡当たり）

st.1
種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3
N e a n thes　jap o n ica（sp.)ゴカイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
N o tom astus sp. ノトマスタス 9 6 0 93 1 9 8 0 1 0 0 0 0 0
P rio n o s p io  ja p o n ic aヤマトスピオ 2 5 2 132 66 0 0 0 1 0 1 0 34
others その他の多毛類 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

M usculus senhousiaホトトギス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
C o rbic u la ja p o n ic aヤマトシジミ 0 4 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
others その他の軟体類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
T u b ificidae イトミミズ科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6
C h iro n o m idae ユスリカ科 2 9 43 7 8 82 57 7 5 92 3 1 56 45 3 4 37

C y a thura m urom iensisムロミスナウミナナフシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
others その他の甲殻類 0 5 3 0 0 1 0 0 0 2 2 0

その他の生物 2 0 0 0 0 0 2 0 3 0 2 1
合計 4 2 63 8 3 309 3 2 4 7 6 95 3 1 60 48 4 8 78
st.2
種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3
N e a n thes　jap o n ica（sp.)ゴカイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
N o tom astus sp. ノトマスタス 1 3 0 27 80 0 0 0 0 0 1 0
P rio n o s p io  ja p o n ic aヤマトスピオ 3 0 0 80 25 0 1 0 1 0 1 0
others その他の多毛類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M usculus senhousiaホトトギス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
C o rbic u la ja p o n ic aヤマトシジミ 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
others その他の軟体類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
T u b ificidae イトミミズ科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
C h iro n o m idae ユスリカ科 2 6 0 2 0 16 1 6 1 1 1 2 7 3

C y a thura m urom iensisムロミスナウミナナフシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
others その他の甲殻類 0 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 7

その他の生物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 3 0 10 8 107 1 2 1 1 6 2 1 2 2 9 13

st.3

種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3

N e a n thes　jap o n ica（sp.)ゴカイ 1 0 2 39 6 6 139 2 4 7 2 3 0 1 3 3 1 8 9 260 2 8 5 2 5 1 2 9 7

N o tom astus sp. ノトマスタス 9 3 46 1 2 4 117 71 1 1 0 1 1 5 9 7 130 44 2 6 10

P rio n o s p io  ja p o n ic aヤマトスピオ 4 4 33 7 6 201 1 6 2 4 5 0 2 5 3 1 5 2 144 54 9 1 39

others その他の多毛類 0 0 1 2 4 1 0 0 0 0 2 0

M usculus senhousiaホトトギス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C o rbic u la ja p o n ic aヤマトシジミ 1 5 9 6 4 5 7 9 1 820 6 0 3 6 7 7 6 2 7 5 7 1 341 2 0 8 5 6 23

others その他の軟体類 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0

T u b ificidae イトミミズ科 5 9 8 1 7 9 0 3 2 2 46 3 4 2 55 4 7 2 2 5

C h iro n o m idae ユスリカ科 0 0 0 0 4 1 0 0 1 0 0 0

C y a thura m urom iensisムロミスナウミナナフシ 6 1 1 2 32 16 2 0 9 5 15 3 1 3

others その他の甲殻類 4 20 8 14 21 3 5 22 5 0 7 3 6 2

その他の生物 4 5 4 6 0 6 9 9 0 10 0 6 3

合計 10 1 0 2 5 7 9 1 4 0 4 1 3 7 7 1 1 3 1 1 6 3 5 1 2 2 3 1 0 6 8 917 5 9 9 4 4 1 3 8 2



st.A

種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3

N e a n th e s　ja p o n ic a（s p .)ゴカイ 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 1

N o tom a s t u s  s p . ノトマスタス 0 1 0 4 3 4 0 3 2 0 0 0 0

P rio n o s p io   ja p o n ic aヤマトスピオ 3 2 0 8 2 6 1 4 4 0 2 5 2 8 1 2 3 4 1 4

others その他の多毛類 4 1 0 3 1 5 3 7 2 0 0 2 2 1 1

M u s c u lu s  s e n h o u s iaホトトギス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C o rbic u la  ja p o n ic aヤマトシジミ 3 6 2 4 5 1 9 1 2 1 6 8 1 5 3 4 1 2 8 3 2 5 3 2 5 1 2 9 7 8 6 7

others その他の軟体類 0 2 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0

T u b ific id a e イトミミズ科 3 4 1 2 1 2 0 0 7 8 0 1 1 3 1 2 0

C h iro n o m id a e ユスリカ科 2 9 6 0 1 1 3 1 0 2 5 2 2 3 0

C y a thura m urom ie n s isムロミスナウミナナフシ 9 1 2 3 3 2 1 9 0 4 9 2 2 3 6 2 4 1 3 1 6 1 0

others その他の甲殻類 8 1 5 3 2 1 3 6 5 6 3 6 1 3 1 1 0 3 1 2

その他の生物 1 3 1 1 5 0 5 4 0 4 9 4 2 0 9

合計 1 3 6 4 3 4 2 8 8 2 8 1 1 0 6 3 4 8 2 3 5 5 3 3 6 3 5 3 7 3 1 7 7 1 1 4

st.B

種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3

N e a n th e s　ja p o n ic a（s p .)ゴカイ 0 0 0 2 3 2 7 1 0 3 2 0 1 0 0

N o tom a s t u s  s p . ノトマスタス 0 5 0 5 8 6 5 8 2 7 4 0 0 0 0

P rio n o s p io   ja p o n ic aヤマトスピオ 1 0 1 0 4 9 8 9 8 8 2 1 4 1 4 4 4 2 6 2 4 3 4 5

others その他の多毛類 2 1 2 3 2 7 0 0 2 1 1 0 0

M u s c u lu s  s e n h o u s iaホトトギス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C o rbic u la  ja p o n ic aヤマトシジミ 5 4 2 1 8 2 6 2 3 3 4 6 1 1 2 7 7 1 8 1 1 6 7 1 3 7 5 0 3 4 7 8

others その他の軟体類 0 0 3 1 0 5 1 5 0 5 1 0 1

T u b ific id a e イトミミズ科 2 4 7 1 1 2 4 7 3 2 6 1 0 2 4 6 1

C h iro n o m id a e ユスリカ科 3 4 8 2 0 2 5 3 0 2 2 1 1 1 0 0

C y a thura m urom ie n s isムロミスナウミナナフシ 1 0 1 9 1 4 6 1 8 4 4 2 2 6 1 0 2

others その他の甲殻類 0 1 9 5 3 4 1 3 1 1 8 1 6 0 2

その他の生物 5 7 4 3 3 0 5 0 1 3 7 2 9 7 7 2 1 2 3

合計 1 1 7 3 8 3 3 1 0 2 0 3 0 8 6 9 3 1 9 4 0 1 2 4 8 2 2 1 2 1 9 1 2 4 1 5 2

表 .6  　中海･大橋川の底生生物出現個体数（0.1㎡当たり）

st.4
種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3
N e a n thes　sp. ゴカイ 3 0 0 3 8 1 1 9 1 4 3 7 2 7 3 5 6 0 4 5 1

E teone longa (sp.)ホソミサシバゴカイ 1 2 8 3 4 2 2 3 0 5 2 5 8

N e p h tys  polybranchiaミナミシロガネゴカイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S igam bra  sp カギゴカイの一種 0 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0

P rionospio   ja p o n ic aヤマトスピオ 6 6 4 2 0 3 0 1 2 2 2 3 3 6 0 0 1

P araprio n o s p io   ｐｉｎｎａｔａヨツバネスピオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

L a g is  bocki ウミイサゴムシ 2 0 1 1 0 0 0 0 2 0 1 0

S a b e llidae  spp ケヤリの一種 3 2 2 0 0 0 1 0 1 8 1 0 0
o thers その他の多毛類 4 6 2 2 2 7 5 3 8 2 3 2 7 2 1 6 4 1 9 0 3 9 3 0

M u s c u lus senhousiaホトトギス 1 9 6 6 1 6 5 5 6 0 2 7 5 5 5 5 3 0 6 4 2 7 7 5 2 0 7 7 3 0 4 7 1 3 1 5 2 2 2 6 8 2 4

R u d itapes philip p inarumアサリ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C orbic u la ja p o n ic aヤマトシジミ 1 9 9 2 3 3 2 2 5 2 5 3 1 0 4 3 0 1 5 2 0 2 4 3 5 4 6 2

M a c o m a  incongruaヒメシラトリガイ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

R a e tello p s  p u lc h e llu sチヨノハナガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

T h e o ra fragilis シズクガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

L a ternula m arilin aソトオリガイ 6 1 3 7 0 7 2 1 7 2 0 0 0 0 0 0 0

M ytilus edulis ムラサキイガイ 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
o thers その他の軟体類 0 0 2 4 1 4 1 0 0 0 0 0 0 0

C yathura  sp スナウミナナフシの一種 1 5 2 5 1 3 5 1 6 1 5 4 4 5 6 0

G A M M A R ID E A ヨコエビ亜目 1 7 2 9 6 7 7 1 5 0 1 1 0 2 1 5 9 4 4 1
o thers その他の甲殻類 5 0 0 3 0 0 0 0 0 3 0 1 2

o thers その他の生物 2 0 4 2 5 8 7 2 9 5 6 8 4 2 1

合計 311 1 2 1 0 5 6 4 0 2 6 0 1 9 3 3 5 7 3 1 4 8 2 2 5 4 3 0 8 8 1 6 3 3 2 5 3 2 3 2 3 1 1 0



st.5
種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3
N e a n t h e s　s p . ゴカイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E t e o n e  lo n g a  (s p .)ホソミサシバゴカイ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 7

N e p h t y s   p o ly b ra n c h iaミナミシロガネゴカイ 1 0 1 1 0 0 0 0 0 3 5 1

S ig a m b r a   s p カギゴカイの一種 0 1 2 7 5 0 0 0 0 0 2 2

P rio n o s p io   ja p o n ic aヤマトスピオ 3 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0

P araprio n o s p io   ｐｉｎｎａｔａヨツバネスピオ 1 0 0 0 0 0 0 0 3 5 3 4 2 6 1 7

L a g is   b o c k i ウミイサゴムシ 3 0 3 2 8 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1

S a b e llid a e   s p p ケヤリの一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
o thers その他の多毛類 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1 4 1 7 1 9

M u s c u lu s  s e n h o u s iaホトトギス 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R u d ita p e s  p h ilip p in a r u mアサリ 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

C o r b ic u la  ja p o n ic aヤマトシジミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M a c o m a  in c o n g r u aヒメシラトリガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R a e tello p s  p u lc h e llu sチヨノハナガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 5

T h e o ra fragilis シズクガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

L a t e r n u la  m arilin aソトオリガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M ytilu s  e d u lis ムラサキイガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
o thers その他の軟体類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

C y a t h u r a   s p スナウミナナフシの一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

G A M M A R ID E A ヨコエビ亜目 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
o thers その他の甲殻類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

o thers その他の生物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 6 2 3 8 3 8 5 0 0 0 3 6 4 6 6 9 6 5

st.6
種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3
N e a n t h e s　s p . ゴカイ 3 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0

E t e o n e  lo n g a  (s p .)ホソミサシバゴカイ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

N e p h t y s   p o ly b ra n c h iaミナミシロガネゴカイ 2 0 1 2 1 1 8 7 0 0 0 0 0 0 1

S ig a m b r a   s p カギゴカイの一種 2 6 1 2 4 2 3 2 5 3 0 1 1 0 0 2 0

P rio n o s p io   ja p o n ic aヤマトスピオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

P araprio n o s p io   ｐｉｎｎａｔａヨツバネスピオ 1 8 1 2 8 1 6 0 1 4 3 1 3 1 5 0 4 2 6 2 7 4 2 3 0 8

L a g is   b o c k i ウミイサゴムシ 1 4 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1

S a b e llid a e   s p p ケヤリの一種 4 0 2 0 0 0 0 0 0 4 0 1
o thers その他の多毛類 4 0 1 6 3 1 0 0 0 2 5 0 2 3

M u s c u lu s  s e n h o u s iaホトトギス 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R u d ita p e s  p h ilip p in a r u mアサリ 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0

C o r b ic u la  ja p o n ic aヤマトシジミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M a c o m a  in c o n g r u aヒメシラトリガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R a e tello p s  p u lc h e llu sチヨノハナガイ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

T h e o ra fragilis シズクガイ 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

L a t e r n u la  m arilin aソトオリガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M ytilu s  e d u lis ムラサキイガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
o thers その他の軟体類 3 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1

C y a t h u r a   s p スナウミナナフシの一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

G A M M A R ID E A ヨコエビ亜目 4 9 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 2 1
o thers その他の甲殻類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

o thers その他の生物 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

合計 3 4 6 3 1 2 5 5 1 9 4 1 6 5 9 0 6 2 9 3 9 4 2 3 8 2

st.7
種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3
N e a n thes　s p . ゴカイ 2 4 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0

E t e o n e  lo n g a  (s p .)ホソミサシバゴカイ 4 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2 2 7

N e p h tys  poly b ra n c h iaミナミシロガネゴカイ 9 1 4 1 2 1 8 5 0 0 1 0 0 0 1

S ig a m bra  sp カギゴカイの一種 9 7 5 3 3 4 7 2 0 6 6 1 1 1 5 1 1

P rio n o s p io   ja p o n ic aヤマトスピオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

P araprio n o s p io   ｐｉｎｎａｔａヨツバネスピオ 2 2 3 3 2 3 1 0 9 4 2 3 2 3 4 1 3 1 4 1 1 5

L a g is   b o c k i ウミイサゴムシ 7 1 7 4 8 9 1 4 0 0 0 0 0 1 1 1

S a b e llid a e   s p p ケヤリの一種 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
o thers その他の多毛類 1 2 1 0 1 4 1 2 6 7 4 1 8 2 7 1 8

M u s c u lu s  s e n h o u s iaホトトギス 2 8 1 4 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1

R u d ita p e s  p h ilip p in a r u mアサリ 6 2 2 3 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0

C orbic u la ja p o n ic aヤマトシジミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M a c o m a  in c o n g r u aヒメシラトリガイ 6 7 3 7 0 0 0 2 0 0 0 0

R a e tello p s  p u lc h e llu sチヨノハナガイ 4 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 2

T h e o ra fragilis シズクガイ 2 9 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

L a ternula m arilin aソトオリガイ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M ytilu s  e d u lis ムラサキイガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

o thers その他の軟体類 1 2 1 1 1 1 0 3 0 0 1 0 1 0 0

C yathura  sp スナウミナナフシの一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0

G A M M A R ID E A ヨコエビ亜目 6 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 8 4 4 1 4 5

o thers その他の甲殻類 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

o thers その他の生物 1 2 2 4 1 0 0 1 0 0 0 0 1

合計 2 3 4 3 2 3 3 3 9 9 1 8 4 2 8 1 1 1 0 5 2 4 1 3 6 6 3 9 4 3 2 2



  
 底質の調査結果について調査地点別の底質を表7に、調査地点別の底質の平均と範囲を表8に示した。
・COD
  分析結果は1.07～83.77mg/ｇの範囲にあり、平均37.33mg/ｇであった。
  宍道湖ではSt2、中海ではSt5が最も高く、宍道湖ではSt3、中海ではSt7が最も低かった。
・ 硫化物

分析結果はND～5.99mg/ｇの範囲にあり、平均1.70mg/ｇであった。
宍道湖ではSt2、中海ではSt4が最も高く、宍道湖ではSt3、中海ではSt8が最も低かった。
・ 強熱減量

分析結果は0.88～16.55％の範囲にあり、平均8.94％であった。
宍道湖ではSt1、中海ではSt6が最も高く、宍道湖ではSt3、中海ではSt7が最も低かった。

  表７  調査地点別の底質
調査月日：5月7日

粒度組成（％）  項目

地点

  COD
（mg/g）

 硫化物
（mg/g）

I L
（％） ～0.5mm 0.5～

0.25mm
0.25～
0.125mm

0.125～
0.063mm

0.063mm
～

１ 17.92 0.32 13.58 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
２ 31.90 0.94 12.25 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
３ 4.19 ND 1.21 27.4 39.3 32.2 0.5 0.5
４ 5.86 0.58 5.38 39.6 7.1 12.8 15.9 24.5
５ 44.08 2.60 12.99 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
６ 65.57 1.17 14.17 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
７ 10.74 0.05 1.94 3.8 43.1 43.2 5.0 4.9
８ 25.78 0.21 7.38  1.4 8.3 32.7 11.7 45.8
A 3.49 0.01 5.07 10.1 6.4 40.0 23.6 19.9
B 7.59 0.03 1.57 0.7 6.5 62.8 28.4 1.7

st.８

種類名 標準和名＼月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3

N e a n thes　s p . ゴカイ 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3 0 0

E t e o n e  lo n g a  (s p .)ホソミサシバゴカイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

N e p h tys  poly b ra n c h iaミナミシロガネゴカイ 2 5 6 7 2 3 5 9 9 1 3 5 2 4

S ig a m bra  sp カギゴカイの一種 3 1 1 6 0 1 4 4 9 1 3 2 2 2

P rio n o s p io   ja p o n ic aヤマトスピオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

P araprio n o s p io   ｐｉｎｎａｔａヨツバネスピオ 0 0 0 6 0 0 0 1 0 0 1 0 1

L a g is   b o c k i ウミイサゴムシ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S a b e llid a e   s p p ケヤリの一種 0 3 6 1 1 4 2 7 1 7 2 1 2 1 6 1 5 6 1 0 4 8

o thers その他の多毛類 9 8 6 4 1 4 9 2 0 6 2 4 3 2 5 5 2 2 7 2 6 3 2 4 9 3 5 0 3 1 7 4 1 6

M u s c u lu s  s e n h o u s iaホトトギス 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

R u d ita p e s  p h ilip p in a r u mアサリ 1 8 5 6 0 0 0 0 0 4 1 1 1 8 5

C orbic u la ja p o n ic aヤマトシジミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M a c o m a  in c o n g r u aヒメシラトリガイ 0 2 0 1 1 0 1 0 0 1 1 8 7 1 6

R a e tello p s  p u lc h e llu sチヨノハナガイ 1 0 0 6 3 0 0 0 0 0 0 0

T h e o ra fragilis シズクガイ 2 6 1 5 2 0 1 1 9 6 3 0 0 1 2 0

L a ternula m arilin aソトオリガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

M ytilu s  e d u lis ムラサキイガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

o thers その他の軟体類 1 0 4 6 9 2 1 2 6 6 0 4 3 1 0 8

C yathura  sp スナウミナナフシの一種 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0

G A M M A R ID E A ヨコエビ亜目 1 3 0 1 1 1 0 6 8 0 1 0 3 4 1 6 0 7 1 3 8 2 6

o thers その他の甲殻類 1 7 0 1 0 1 5 5 5 6 3 2 5

o thers その他の生物 4 1 5 1 7 2 8 1 0 1 5 1 0 3 6 1 0 2 2 1 3 2 3

合計 1 7 5 1 6 0 2 4 1 5 1 2 4 0 1 3 2 4 3 2 0 3 5 2 2 9 6 6 8 8 4 2 7 6 5 4



調査月日：11月2･3日
粒度組成（％）  項目

地点

  COD
（mg/g）

 硫化物
（mg/g）

I L
（％） ～0.5mm 0.5～

0.25mm
0.25～
0.125mm

0.125～
0.063mm

0.063mm
～

１ 56.72 2.06 13.68 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
２ 54.33 2.20 13.52 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
３ 1.85 ND 1.11 24.9 42.1 31.8 0.6 0.7
４ 67.82 5.99 12.37 7.2 2.6 8.4 24.7 57.1
５ 83.77 3.58 15.34 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
６ 70.31 1.82 14.25 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
７ 19.79 0.92 3.02 6.4 43.2 38.2 5.1 7.0
８ 12.58 0.04 3.50 2.7 14.4 62.5 8.3 12.1
A 7.97 0.28 4.95 1.4 3.1 29.5 39.3 26.7
B 7.09 0.29 2.51 1.9 5.6 62.5 25.7 4.2

調査月日：8月2･3日                                    調査月日：2月1･3日
  項目

地点

  COD
（mg/g）

 硫化物
（mg/g）

I L
（％）

  項目

地点

  COD
（mg/g）

 硫化物
（mg/g）

I L
（％）

１ 62.26 1.46 13.73 １ 63.02 2.72 13.19
２ 64.53 1.98 13.61 ２ 59.22 1.69 12.24
３ 4.32 ND 1.33 ３ 1.07 ND 0.88
４ 29.21 1.70 5.68 ４ 31.41 3.44 9.26
５ 71.64 3.94 14.02 ５ 71.25 3.93 13.01
６ 66.87 1.95 16.55 ６ 63.63 1.71 13.55
７ 8.33 0.16 1.36 ７ 5.92 0.27 2.09
８ 10.45 0.01 5.00 ８ 8.08 0.06 4.87
A 13.75 0.19 3.49 A 5.63 0.06 3.85
B 9.57 0.07 1.44 B 2.00 0.06 2.24

表８  調査地点別の底質の平均と範囲
COD（mg/ｇ） 硫化物（mg/ｇ） I L（％）      項目

地点 平均 範囲 平均 範囲 平均 範囲

１ 49.98 17.92～63.02 1.64 0.32～2.72 13.54 13.19～13.73
２ 52.49 31.90～64.53 1.70 0.94～2.20 12.91 12.24～13.61
３ 2.86 1.07～4.32 ND ND 1.13 0.88～1.33
４ 33.58 5.86～67.82 2.93 0.58～5.99 8.17 5.38～12.37
５ 67.68 44.08～83.77 3.51 2.60～3.94 13.84 12.99～15.34
６ 66.59 63.63～70.31 1.66 1.17～1.95 14.63 13.55～16.55
７ 11.19 5.92～19.79 0.35 0.05～0.92 2.10 1.36～3.02
８ 14.22 8.08～25.78 0.08 0.01～0.21 5.19 3.50～7.38
A 7.71 3.49～13.75 0.13 0.01～0.28 4.34 3.49～5.07
B 6.5 2.00～9.57 0.11 0.03～0.29 1.94 1.44～2.51



（３）魚類生息状況調査

①魚類相

表9に宍道湖、表10　に中海で確認された魚介類を示した。
宍道湖では12種類、中海では39種類が確認された。

表9　宍道湖で確認された魚介類　（数字および○印は確認された種を示す）
魚　　　　種 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

コイ 8.0 1.04.6 14.0 5.0 2.0 60.0
フナ 36.0 433.1 2424.6 4032.2 1193.7 744.0
スズキ 912.8 1421.5 7451.9 3782.6 2.3 73.0
ボラ 9.5 3.0 21.5
ウナギ 27.8 31.6 103.8 26.0 5.0 2.2 4.0
ワカサギ 1.5 11.3 55.4
シラウオ 912.8 1332.1 1372.6 640.6 334.0
マハゼ 4.0 19.0 102.0 1575.9 590.2 15.8 3.5
アユ

ウグイ 16.0 18.0 3.0 2.1

魚類

サッパ 3 13.0 3.0
モクズガニ 5.0 11.0 52.0 102.0 25.0 7.0 21.0甲殻類

エビ類（テナガエ

ビ、ヨシエビ等）

2.0 0.2 1.4 13.0 20.0

貝類 ヤマトシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数値は小型定置網漁獲量

表10　中海で確認された魚介類　（○印は確認された種を示す）
魚　　　　種 ５月 ６月 ７月 ８月 １０月 １２月

マアジ ○ ○

ウミタナゴ ○

ウナギ ○ ○

イシガレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロギス ○

アユ ○

シラウオ ○

ワカサギ ○

ウグイ ○ ○ ○

ゲンゴロウブナ ○ ○

コチ ○

サヨリ ○

マサバ ○

トウゴロウイワ

シ

○ ○ ○

スズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ギンポ ○

サッパ ○ ○ ○ ○ ○ ○

魚類

カタクチイワシ ○ ○



コノシロ ○ ○ ○

マイワシ ○

マハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウロハゼ ○ ○ ○ ○ ○

シマハゼ ○ ○

ヌマチチブ ○

ヒイラギ ○ ○ ○ ○

コモンフグ ○ ○

クサフグ ○ ○ ○ ○

ヒガンフグ ○

クロソイ ○ ○ ○

ボラ ○ ○ ○

メナダ ○ ○ ○

ヨウジウオ ○ ○

モクズガニ ○ ○ ○

ヨシエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スジエビ ○ ○

テナガエビ ○

シラタエビ ○

甲殻類

タイワンガザミ ○

②産卵場

表11に各調査地点におけるワカサギ卵の採集数を示した。今年度の調査においては来待川の河口100ｍ
上流で僅かにワカサギ卵を確認しただけであった。平成６年度以降ワカサギ漁獲量は非常に低下しており、

産卵量の減少からも資源の状況は低迷していると考えることができる。

表11　各調査地点におけるワカサギ卵の採集数（単位：粒／㎡）
ワカサギ卵数調査定点

1/18 2/15 3/14
斐伊川右岸 0 0 0Ｓｔ.１
斐伊川左岸 0 0 0
来待川河口 0 0 0Ｓｔ.２
河口から100ｍ上流 0 0 10
玉湯川 0 0 0Ｓｔ.３
河口から50ｍ上流（堰堤下） 0 0 0

Ｓｔ.４ 嫁ヶ島 0 0 0
Ｓｔ.５ 大野 0 0 0


